
 

             第７号 
平成２０年１１月１１日 

 

茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会 

 
 

明治３３年３月，茨城県尋常中学校土浦分校は茨城県立土浦中学校と

して独立が認可されました。分校創立以来営々と続けられてきた様々

な努力と試みによって学校の基礎が確立し，大正年間には，学校行事も

ほぼ定まってきました。それは，春の筑波山登山・修学旅行・水上運動会・

夏休みの水泳訓練・秋の陸上運動会・冬の雪中行軍・柔剣道の寒稽古・卒

業式前の予餞会等です。今回アカンサス７号では，前号に引き続き筑波

山登山と修学旅行について紹介します。更に日露戦争後の満州修学旅

行についても触れてみたいと思います。今の本校には修学旅行があり

ませんが、少なくとも戦前までは行われていました。   
          筑波山登山（大正２年春）                         

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満州修学旅行生徒心得          京阪地方修学旅行報告書   

 
 

春
の
筑
波
へ
は
日
帰
り
登
山 

  

大
正
２
年
に
入
学
し
た
中
西
秀
男
氏
（
中
17
回

卒
）
は
、
「
毎
年
か
な
ら
ず
や
る
行
事
の
一
つ
に
春
の

筑
波
登
山
が
あ
っ
た
。
午
前
６
時
に
学
校
に
集
合
し

て
、
四
列
側
面
縦
隊
で
筑
波
街
道
を
行
進
し
、
筑

波
神
社
へ
参
拝
す
る
と
す
ぐ
に
登
山
に
か
か
る
。
同

時
に
行
列
は
く
ず
れ
て
早
い
者
が
ち
に
登
り
出
し
、

男
体
・
女
体
を
め
ぐ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
土
浦
ま
で
帰
っ

て
く
る
と
、
足
弱
の
下
級
生
な
ど
は
日
が
暮
れ
て
か

ら
た
ど
り
着
い
た
も
の
だ
。
大
骨
折
っ
て
二
十
何
キ

ロ
（
註
・
片
道
の
意
味
か
？
、
登
山
を
含
め
て
往

復
50

km
近
い
距
離
に
な
る
）
歩
く
わ
け
だ
が
学

校
の
行
事
に
は
い
つ
も
鍛
錬
と
い
う
含
み
が
あ
る
こ

と
を
誰
も
承
知
し
て
い
た
」と
回
想
し
て
い
る
（
創
立

百
周
年
記
念
誌
『進
修
百
年
』。
） 

 

大
正
５
年
か
ら
関
西
修
学
旅
行
（
初
め
は
４
・
５

年
生
、
後
に
５
年
生
の
み
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
そ
の
間
に
１
年
生
か
ら
４
年
生
の
全
生
徒
が

筑
波
登
山
を
行
っ
た
。 

大
正
９
年
春
の
筑
波
登
山
要
綱
が
残
っ
て
い
る
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
午
前
５
時
ま
で
に
校
庭
に
集

合
、
５
時
半
出
発
。
服
装
は
制
服
、
ゲ
ー
ト
ル
又

は
脚
絆
、
草
鞋
。
健
脚
者
に
限
り
靴
に
て
も
可
と

あ
る
。
そ
し
て
、
何
故
か
一
年
は
和
服
と
し
て
い
る

（
お
そ
ら
く
入
学
し
た
ば
か
り
で
、
制
服
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
か
？
）
。
神
郡
（
筑
波
山
麓
）
の
田
井

小
学
校
ま
で
は
隊
列
を
組
ん
で
行
き
、
昼
食
後
登

山
。
午
後
２
時
ま
で
に
下
山
す
る
こ
と
。
下
山
後

筑
波
駅
集
合
、
筑
波
駅
か
ら
筑
波
線
列
車
で
真
鍋

駅
に
着
き
、
そ
こ
で
解
散
と
い
う
日
程
で
あ
っ
た
。

 
 

以
前
に
比
べ
れ
ば
、
帰
路
は
鉄
道
利
用
と
い
う
こ

と
で
体
力
的
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
た
。 

 

農
繁
期
の
修
学
旅
行 

 

当
時
の
修
学
旅
行
は
、
農
繁
期
で
旅
客
が
減

り
、
鉄
道
運
賃
の
割
引
率
が
よ
く
な
る
６
月
に
実

施
し
た
。
日
程
は
一
・
二
泊
で
、
１
年
生
は
水
戸
・
大

洗
方
面
、
２
年
生
は
銚
子
・
成
田
方
面
、
３
年
生
は

鎌
倉
・
江
ノ
島
方
面
、
４
年
生
は
日
光
・
湯
本
方

面
、
５
年
生
は
箱
根
・
小
田
原
方
面
へ
と
学
年
毎
に

目
的
地
も
決
ま
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
目
的
地
周
辺

で
は
、
徒
歩
中
心
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
。 

関
西
修
学
旅
行
始
ま
る 

 

初
め
て
の
関
西
修
学
旅
行
は
、
大
正
５
年
４
月
27

日
か
ら
６
泊
７
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
参
加
学
年

は
４
・
５
年
生
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

行
程
は
、
伊
勢
・
奈
良
・
大
阪
・
京
都
と
廻
っ
た

が
、
旅
館
・
交
通
機
関
と
の
交
渉
は
引
率
教
師
が
行

っ
た
。
６
泊
中
２
泊
は
車
中
泊
で
あ
り
、
都
市
間
の

移
動
の
み
鉄
道
を
利
用
し
た
。
見
学
地
は
す
べ
て
徒

歩
で
あ
り
、
大
津
・
坂
本
か
ら
比
叡
山
を
越
え
て
京

都
に
入
る
コ
ー
ス
は
大
変
な
強
行
軍
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
生
徒
達
は
帰
り
の
車
中
で
は
死
ん
だ
よ
う

に
眠
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
引
率
教
師
も
こ
の

１
週
間
で
４
キ
ロ
も
痩
せ
た
と
か
。 

 

し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
知
恩
院
・
清
水
寺
・
法
隆

寺
・
東
大
寺
な
ど
見
る
も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
が
初

め
て
の
体
験
で
あ
り
、
級
友
と
堪
能
し
た
。 

 

関
西
修
学
旅
行
の
詳
細
な
報
告
書
や
生
徒
の
紀
行

文
は
、
当
時
の
『
進
修
』
各
号
に
数
多
く
み
ら
れ
る
。 

   
 

満
州
修
学
旅
行 

 
 

 

今
年
９
月
、
茨
城
県
近
代
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
が
県
つ
く
ば
美
術
館
で
催
さ
れ
、
茨
城
出
身
の
画

家
３
人
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
人
で

あ
る
永
瀬
義
郎
（
中
７
回
卒
）
は
、
満
州
修
学
旅
行

に
参
加
し
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
満
州
修
学
旅
行
と
は
、
日
露
戦
争
後
、

第
七
高
等
学
校
（
現
鹿
児
島
大
）
の
岩
崎
行
親
が
、

時
の
陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
に
「
血
痕
未
だ
乾
か
ぬ
戦

地
に
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
鉄
鞭
教
育
を
施
し
て
見
た

い
」
と
訴
え
、
賛
同
を
得
、
軍
部
（
陸
軍
省
・
満
州

軍
）
や
文
部
省
の
支
援
を
受
け
て
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
下
に
示
し
た
本
校
に
残
る
資
料
「
満
洲

修
学
旅
行
生
徒
心
得
」
に
は
、
一
、
旅
行
隊
ハ
他
ノ

学
校
ノ
生
徒
ト
合
シ
、
凡
百
名
ヲ
以
テ
一
団
ト
ス
。

一
、
各
地
ニ
掲
示
シ
ア
ル
陸
軍
法
規
、
命
令
ハ
之
ニ

従
フ
へ
キ
ハ
勿
論
、
軍
事
上
ノ
秘
密
ヲ
厳
守
ス
ベ
シ
。

一
、
戦
場
タ
リ
シ
各
地
ニ
不
発
弾
又
ハ
ブ
リ
キ
製
手

投
弾
等
ヲ
発
見
シ
タ
ル
場
合
ア
ル
モ
之
ニ
触
ル
ヽ
ヲ

禁
ズ
。
な
ど
の
文
言
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り

特
異
な
修
学
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
進
修
』

第
10
号
に
、
本
校
か
ら
は
遣
澤
校
長
引
率
の
下
、
４
年

生
の
永
瀬
義
郎
や
５
年
生
の
熊
岡
美
彦
ら
７
人
の
生
徒

が
参
加
し
、
満
州
の
山
河
、
新
戦
場
を
歴
覧
し
、
帰

国
後
報
告
会
を
開
い
た
と
い
う
簡
単
な
記
述
が
あ

る
が
、
報
告
内
容
の
詳
細
は
載
っ
て
い
な
い
。 

 
 

そ
の
後
、
日
中
戦
争
の
本
格
化
、
太
平
洋
戦
争

開
戦
な
ど
に
よ
っ
て
、
鉄
道
な
ど
の
輸
送
機
関
は
軍

用
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
満
州
修
学
旅
行
は
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
。 

本
校
で
は
毎
年
、
奈
良
・
京
都
・
伊
勢
方
面
へ
の

修
学
旅
行
を
続
け
て
き
た
が
、
昭
和
13
年
、
時
局

に
鑑
み
、
県
の
県
外
修
学
旅
行
禁
止
通
達
に
よ

り
、
取
り
止
め
る
。
し
か
し
、
翌
14
年
に
は
復
活

し
、
15
年
に
は
聖
地
巡
拝
旅
行
と
称
し
て
実
施
し

た
が
、
昭
和
17
年
の
聖
地
巡
拝
な
る
関
西
修
学
旅

行
を
最
後
に
、
本
校
の
学
校
行
事
か
ら
修
学
旅
行

が
消
え
た
の
で
あ
る
。 


